
























































































































































とする。そのとき, ヒルベルトの公理は,ユー クリッド的「構造」,すなわちF, G, Hがクラス
で, Iが三項関係, 」が二項関係で,その間にA(F,G,H, I, J)が成り立つような順序五
組 :









公理2,任意の自然数a, b, cにつき, aがある自然数nを法としてbと合同であり,
bが同じ自然数を法としてCと合同ならば, aは同じ自然数を法としてCと合同である :

































































































































































































(1)非ユー リッ ド幾何学がいかにして受入れられたかという観点か ら,19世紀の幾何学の主要な流れを論 じた,
次の フロイデ ンタールの簡便 な概観 を参照 :Hans Freudenthal,“The Main Trends in the Foundations of






(2)David H■bett,効刀聴 ,″」″ 働ο膨励 ,in ttsんι♭
"翻
″乃彬″Jワ″E物′肪 J肋呼 ,ヮsC,"お‐干抱b外少″茄 is
力 働'墟9″,Teubner(1899).邦訳 :ヒル
ベル ト『幾何学の基礎』(寺阪英孝 。大西正男訳),共立出版 (1970).










働能ψ"レ″¢[I PMCl,Basil Blackwel(1980),pp.31-52.(5)第一 シ リーズ は次 の もので あ る :“ueber die Grundlagen der Geometrie",ヵ″惚sb¢万θ肪 力″二形″jsrル″
Лなα肋♂躍
"力
徘形セ航騨 g Lpν7と略記]12(1903),SS.319-324,“Ueber die Grundlagen der Geometrie Ⅱ"
JD/712(1903),S.368-375,これらは,各々 次の書物に再録されている:G.Frege,【形妨 &力均ιο″ [κSと
略記],Georg Olms(1990),Ss,262-266,267-280,第ニシリーズは次のものである :“ueber die Grundlagen
der Ceometrie I, Ⅱ und Ⅲ"JD/7どσ(1906),SS.293-309,377-403,423-430.これらはなs SS. 81-323とこ再
録 されてい る。 両 シ リーズ の英訳 が,G.Frege,効力9F醜力肋熔 げ 働腔 り ,″'E蝉'Tルリ げ五万肋膨肋 [FGと略記],translated win an htroduction by Eike―Henner W.Kluge,Yale U.P,(1971)お













源としてはたいてい直観が与えられる。」(強調は筆者),FS S.262,FG p.23,CP p.273.
(8)F算術の基礎』の§14で,フレーゲは概念的思考の上での非ユークリッド幾何学を認めているように見える。
(9)フレーゲの「定義論」については,次のクッチエラの本に簡潔な概観がある:Franz von Kutschera,Gοサl19う
局聖髭 Eづ″ β匁″蝉 ζ力 Sワカ 晩花 de Gruyter(1989),SS.140-161.
(10)「幾何学の基礎についてI」 (第一シリーズ),rS S.262,FG p.23,CP p.274.
(11)『算術の基本法則』 (CCィ4と略記)I, §33,SS.51-52.
(12)「幾何学の基礎についてI」 (第ニシリーズ),rs s.288,FG p.59,αp.300-301,














です。」ヒルベルト宛のフレーゲの手紙 (1899年12月27日付),rrs S.410,BV S.64,PMC p.38.
(19)「多くの点で才気に満ちたものであるが,全体としては失敗であり,十分な批判無しでは使えないものだと
私は考えます。」H.リー プマン宛のフレーゲの手紙 (1900年7月29日付),IS S.397,BVS.147-148,列に p.
90.
(20)例えば,1900年パリでの国際数学者会議でヒルベルトが行った講演「数学の諸問題」の前文に「証明の厳密
さ」についての言及がある。Cf,David,H1lbert,“Mathematische Probleme",C,w″ヶ″″挽 Ab施初ll12FaЪ Springer
(1935),Band Ⅲ,SS.290-329.邦訳 :ヒルベルト『数学の問題』(一松信訳),共立出版 (1969).
(21)「…私の考えでは,三行で点の定義を与えることは不可能です,むしろ公理体系全体が完全な定義を与える










































(31)上記註27のフレーゲの手紙,Fs s.417,βV S.75,PVC p.47.




(35)五形 G7241,,,ど珍″ ″五万,碗,力 (=Gう4)§94.
(36)Gう4§95.
(37)Resnik, op. cit, p. 397.
(38)“Ueber die Grundlagen der Geometrie Ⅱ"(第ニシリーズ),rrS S.317,デGp.102,CP pp.332-333.
(39)“Ueber die Grundiagen der Geometrie I"(第一シリーズ),FS S.266,FG pp.28-29,研p .277-278,Ibid
工 (第ニシリーズ),Is ss,313-314,FG pp.96-98,CP pp.328-330.
140)Ibid Ⅲ (第ニシリーズ),KS S.318,FC pp.103-104,CP pp.333-334.
141)Ibid Щ (第ニシリーズ),Ks ss.321-23,FG pp.107-110,CP pp.33739.
142)Ibid Ⅲ (第ニシリーズ),κs s.320,FG p.107,CP p.336.
(43)H.リープマンヘの手紙 (1900年7月29日付),Is s.398,BV S.148,〕に p.91.
(44)Ci Resnik,op.cit,p.400f.
(45)・Ueber die Grundlagen der Ceometrie Ⅱ"(第ニシリーズ),FS S.303-304,FG p.82,CP p.318.
(46)「推論の前提となるのは真なる思想のみである。」Ibid Ⅲ(第ニシリーズ),rS S.319,FG p.105,αp.335.





/S. 66,PArC p. 39.

